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新任教授 ・県部長紹介
神緑会 員四氏、新教授、県保健環境部長 に
紹介が遅オ1たが市川宣恭氏(29年卒)が 昭和59{卜、大阪体育大学教授に就任 されたQ本 年度は神戸大',,,t:医学
部放射線科学講座に河野通雄氏(:(1卜神1弔くノく大学院卒)が 、泌尿器科学講座1二'芋殿貞メこ氏CU年 卒)が 教授
として、 また、神戸大学医学部μ1一身 者としては初めて安井博和氏(35年卒)が 兵庫県保健環境 音ll長に就任され
たので紹介するv
就任に際 して
太阪体育大 ・体育学部
市 川 宣 恭
〈抱 負〉
私は 兵庫医 噂、 神 戸 医 大 予
科、学 部 と9/_・II問にわ た って お
世話に な りま した、
'γ:生時 代 か ら 柔 道、 ラ グビ
ー、 プ ロ ・ボ クシ ソグ(大 学 予
科 当時、学校当局に知 られてILめさせ られました)と 格
闘技が好 きで、運動の合い問に勉強 していた ような恰好
でした。その余儘は まだ続いて、今 口に至るも柔道は続
けています。
卒業後、す ぐ大阪市立 大学 医学 部 整形外科教室へ入
局、以 来30年間、一・度の川張もなく診療、研究、教育と
専念 させて頂 きました。
いろいろのスt一 ツを続けている問に自らが運動器官
(膝、足首、肘など)の 外傷や障害 を体験 しました。
臨床家 として患 者を診る間に体を動かさないための運
動器官の機能低下や特定のスポーツを選r、 愛好家 とし
て継続することに よる所謂over-use症ll丈群 とい った運
動器の障害のi「lj極があるの を知 りました。これ らのII[諸
を治すのに従来か ら行なわれている治療医学(リ ハ ビリ
テーシ ョンも含めて)の 範鴫だけでは不十分なことも知
り、 自らの体験 を通 じて ダイナ ミック運動療法を考案し
ました、患 者さんが一応、痛みも消失し、 日常生活 も可
能にな,,た段階で、 さらに、それぞれの職 業、身体活動
性(ス ポーツ選fな ど)に 応 じた運動III111'官の強 さをつ く
ることが必要で、それが不十分なために再発、慢性化が
多いのだ と臨床的に裏付け ました。つ まり、各人の運動
機能の測定、評価を臨床所見 と同時に考慮して病態の急
性期を過 ぎた段階か ら漸進的に実施し、 ゴールとす る強
さまで体力要因を高める合理的な運動療法を十数年来、
実施し効果を挙げてい ます。
今 後は スポ ー ツ選r・ 愛好家 だけで な く一・般 社 会 人、
ことに 老齢化 に対す る運 動器官 の機能維 手芋、 向[__に関す
る適切 な指導 法 を開 発、 研究 して 行きたい と 考えて い ま
す 。
〈業績>
1.共 嵜:肢 体不 自11渚、 視覚 ・聴覚 ・、ξ語1～章害 一身 体
障害 者のため の,一)ツ 指 導書、 大阪11∫身 体障害 者
スポ ー ツ ・セ ン ター、昭55
2.共 菩:頸 部 お よび 削illのスポ ーツ外傷 ・障 ㌔奮チ。 実践
コー チ教 本2 、 コーチの ための スポ ーツ医学 、 大修
fぎド`rEtli_i、III;5(,
??
?
、?
?
?
監1沢:身 体1璋害 者メ、ホ ーツ、 クッ ト_,ン博1:11・C)医1
歯薬出版 、昭58
共 箸:ス ポー ツに よる腰 部障 害 の リハ ビ リテー シ ョ
ンと予 後.ス ポー ツ障害 、 整形外科Mook28、 金
原 出版、 昭58
編 集、 共 喜:ス ポ ー ツ障害 。 メヂ カル ・ トリビユー
ン社、昭59
共 著:職 業性腰 痛。臨 床医 のため のス ポー ツ医学 、
腰 痛 のスtツ 医学。朝 倉書 店、昭59
単 著:ダ イナ ミック運 動療 法一腰 の激痛が ピ タ ッと
きえたJリ ヨン社、 昭60
〈略 歴 〉
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就任に際 して
神大 ・医 ・放射線医学講座
河 野 通 雄
この度神緑会学術編集部 より
のご依頼で、誌上をもって ご挨
拶できます ことを大変光栄に存
じます。略歴、業績、抱負など
を書 くようにとのことでござい
ますので順を追 って述べ させて
頂きたいと思います。
〈略歴〉
昭和10年生 まれ、姫路市出身。姫路市立琴丘高校を卒
業後、兵庫農大(篠 山)へ 入学 しましたが1年 後再受験
のため退学 し翌年名古屋大学へ進み、昭和36年同医学部
を卒業致 しました。国立姫路病院でイソターンを終えま
したが、 この事が当時 の神戸医大へ入局するきっかけと
な りました。同病院には当時放射線科では前西先生、皮
膚科松浦先生がお られ、イソターソの同僚には県立加古
川病院放射線科医長釜江君や、神戸労災病院内科医長足
立君、兵庫医大整形外科助教授藤原君、産婦人科開業の
富井君がいていずれ も神戸医大出身でしたが、小生が姫
路出身とい うこともあ り、親し く付 き合 っていただ きま
した。 これらの方々のア ドバイスや高校並びに放射線科
の先輩でもある現天理 よろず相談所病院放射線科部長黒
田先生のおすすめもあ り、神戸医大大学院放射線医学講
座へ入学 し、昭和41年に修了し学位を下付 され ました。
その後昭和43年一46年迄新居浜の住友別子病院に赴任後
帰局し、昭和46年講師、53年助教授を経て昭和56年木村
教授 の御推挙によ り名古屋市立大学放射線医学教室教授
として赴任致しました。4年9か 月の後、木村教授の後
任として再び神戸大学へ帰らせていただ くことになった
次第でございます。
〈業績〉
昭和37年楢林和之教授 の主宰 され る放射線医学講座に
入局し、大学院のテーマは 「悪性腫瘍の放射線診断」で
した。なにをやって良いのかわか らないような大 きなテ
.一:でしたが、後で聞 くと、一先ず誰 もが戴 くテーマで
あ.,たとか、しかし、いまでも連綿 と続いている自分の
テーマでもあ ります。 とまれ大学出勤2日 目か ら君は治
療 グループの手伝いをしなさい と云われ高橋先生や近藤
先生 らと共にカルテ繰 りをや り遅 くなって神戸駅0時8
分発の姫路迄の最終列車で帰った記憶があ ります。その
後テ..._一;の通 り脈管造影 のグループで仕事をすることに
な り、経骨髄性静脈造影、動脈造影、 リンパ造影 による
腫瘍診断の研究をお こないました。特に リンパ造影は直
接 リソバ管に造影剤を注入す る方法でしたが、胸腔や腹
腔内へ油性乳化造影剤を注入 して行 う間接 リソバ造影法
を手がけ動物実験では成功す ることができ、 これが学位
論文にな りました。更に乳化するために用いた界面活性
剤そのものに 目をつけ られたのが故西峰前奈良医大教授
で、水溶性造影剤 にextrav;lsation促進剤 としての非
イオγ性界面活性剤を加えたものを肝実質、膵管、膵血
管、気管支動脈 な どに 注入して 得 られた 肝 リソバ造影
(佐古神大中放助教授)、 膵実質造影(吉 本前名市大中
放助教授)、膵造影(坂本姫路循環器病センター医長)肺
腫瘍造影(診 断 グループ)な どの研究がお こなわれた。
CTが 登場し、その優れた濃度分解能によ り、臓器造影
の方法に関する研究はやや下 火になったが、CT診 断に
はいちはや く着手し、楢林、木村教授 とひきつがれた教
室の メインテーマである肺癌 を中心に 「胸部CT」 に関
する小著を医学書院か ら発行しました。一方昭和46年に
楢林教授か ら、肺の方 もや って くれないか と云われ松本
君(転 移性肺腫瘍のX線 学的研究)や 絵野現島根医大中
放助教授(肺 癌組織型別気管支造影像)ら が研究を完成
させました。昭和47年か ら厚生省班研究池田班に参加 さ
せていただ き、本格的に肺癌 に取 り組むことにな りまし
たが、 このときに間接断層撮影装置の開発を行い、昭和
59年にや っと 集検車搭載に 成 功 し、現在愛知県下で活
動巾であ ります。名古屋市立大学在職中か ら現在に至る
迄、肺癌を中心 とした胸部画像診断(CT、MRI、 等)
特にImagingandPathologicCorrelation、肺癌集検
に関す る研究(X線 所見分類、DigitizedFilmによる集
検画像管理な ど)を 墓本的 課題として 研究して お りま
す。
〈抱負〉
入局以来約20年間おiil:話にな っていたとは云え5年 弱
のブランクのため戸惑 うことも少な くあ りません。幸い
木村前教授の もとで発展して きた教室には以前か らの同
僚である西山助教授、佐古助教授をは じめ多くの諸君が
頑張 ってお り、教室の土台は出来ているので心強 く思 っ
てお ります。研究 グ リープは以前とほぼ同様であ ります
が、 よ り幅広 くレベルア ップをはか り、バ ランスのとれ
た教室 し、明る く、活力のある血の通い合 う教室造 りを
念 じてお ります。
近い将来、診断領域ではNMR、PETの 導入、治療
に関 しては温熱療法、放射線治療に関する機器整備と、
これ らによる基礎的、臨床的研究が総合的に行えるよう
にす ることであ り、放射線医学教室のみな らず 、全学的
視野に立って推進したいと考えてお ります。
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神緑会の諸先生方におかれまして も気軽に放射線医学
教室をお立 ち寄 り下 さ り、教室を利用していただければ
幸いでござい ます。 またなにか と御協力をお願いするこ
とが多いか と存 じますが、 よろしくご指導 ご鞭槌の程を
お願い巾し」二げます。
就任に際 して
神大 ・医 ・泌尿器科学講座
守 殿 貞 夫
臨床医学は社会に直接適用さ
れ るべき学問であ り、人間生命
の尊重とい うヒューマニズムを
背景とするものである。卒後直
ちに医師になる現状の医学教育
制度では、サイエンスとしての
医学教育に偏執せず、 ヒューマニズムに富む精 神的 うら
づけをもった医道の本質を早くか ら教育す ることが肝要
と考えている。患者の生 命追求に 応 え うる医の本質を
わ きまえた、万 人か ら信頼 され る医師の育成に努力した
いo
現在 までの私の主たる研究は膀胱や精巣を対象 とした
尿路 ・生殖器悪性腫瘍学、 男性不妊の診断 ・治療に関す
るアン ドロロジー領域ならびに抗癌 ・抗菌化学療法など
である。具体的 には、抗腫瘍効果増強お よび全身性副作
用軽減のため、人工臓器(人 工腎臓、補助肝臓)を 併用
した制癌剤大量内腸骨動脈 内注入療法や精子パ ラメータ
の客観的な評価を 目的 とす るコンピュータを応用 した精
液 自動分析装置 の開発などがあげ られ る。今後の研究課
題 としては神経因性尿路 ・性機能障害に対す る臨床、尿
路結石の成因に関す る研究ならびに腎移植がある。腎移
植については、すでに3例 の生体腎移植 を行い、いつれ
も経過良好であ る。
PNLお よびESWLに ついて。初めて 目に された略
語ではないでし ょうか。いつれ も尿路結石に対する新し
い治療法で、opensurgeryのr一段に よらず、経皮的に
あるいは体外 よりの衝撃波による'i'・尿管結石破砕治療
法であ る。PNL(PercutaneousNephroLithotripsy、
経皮的腎結石破砕法)は まず透視下に経皮的に腎痩を造
設し、そ の腎耀を介して硬性あるは軟性の腎孟鏡を結石
存在部 まで挿入し、小結石では鉗子にて直ちに摘出可能
であ り、腎疲 の直径 より大 きい結石では超音波や レーザ
ーエネルギーにて砕石 ・摘出す る。昨年の後半か ら当科
で も本法を行ってお り、現在観血手術は殆 んど行われて
いない。尿管結石 も手術を行 うことな く、硬性尿管鏡 を
用い摘出可能である。ESWL(ExtracorporealShock
WaveLithotripsy、体外衝撃波によるti・尿管結石破砕
法)は 装置が患 者に直接接触することな く上部尿路結石
を破砕する治療法である。衝撃波は超 音波とは異な り、
短い立ち上が りを持つ不連続的な波で種々の周波数のも
のが含 まれている。衝撃波は水中で用いれば、ほぼ水 と
同じ音響インピーダソスを持つ骨を含む体組織に影響す
ることな く、体内を通過す る、衝撃波は他物質 との境界
面に達 した際その二物質の音響インピーダソスの差に相
関 して波形が圧縮されかつ反響を生 じる。この時そのエ
ネルギーが十分であれば二次物質は破壊現象を起 こす。
衝撃波は適当な材質の反射板に より反射 させることが可
能で、 これを集中させ ることによ り十分なエネルギーを
得、音響イソピーダンスの異なる物質を破壊することが
できる。本装置では水中において電気的火花放電を起 こ
す ことにより衝撃波を発生 させ、そのエネルギーを結石
に集rhさせ 砕石する。 結石の 破砕は 通常硬膜外麻酔下
に、患 者を水漕につけ、ECGのR波 に連動させて1000
～2000発の衝撃波を用いて行われる。後 者のESWLは
保険適用外治療法で、かつ高価(2×2cm大の結石で約
100万円)な ため現在全国で8施 設のみと未だ普及して
いないが、幸い神戸では新須磨病院内神戸尿路結石治療
セソターに設置されている。PNLお よびESWLは 世
界的にこの2年 ほどの間に急速に普及してお り、わが国
でも間もなく一般的な結石治療法となるであろう。
高齢者の尿路 ・生殖器疾患の罹患率は高 く、高齢化社
会 をむかえた現状ではます ますその頻度は確実に増加す
ることか ら、充分な力量を具えた泌尿器科医の養成が急
務である。遅ればせなが ら、今年度には泌尿器科学会で
も専門医制度が発足 されることになった。その制度に基
づいた泌尿器科医の養成はもちろん、神戸大学独自の教
育 ・研究テーマを分担 しうる指導者や出来 うれば将来の
日本泌尿器科学会の歴史に参画できるノ＼材を田1に送 り出
すべ く尽力す る考えである。
〈略歴〉
昭和35年3月
37年3月
41年3月
42年3月
42年11月
50年3月
54年1月
甲陽学院高等学校卒業
姫路工業大学医学進学課程修 ∫
神戸医科大学卒業
神戸医科大学附属病院にて実地修練修了
(医師免許取得)
神戸大学医学部附属病院助手採用
同上、講師
同上、助教授(米国ニューヨーク医科大
学客員助教授として渡米)
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60年5月 同上、教授
〈業績〉
化学療法、感染症に関する研究
論文:67編(英文5)
泌尿生殖器腫瘍に関す る研究
論文:36編(英文6)
泌尿器科治療学(手 術)に 関する研究
論文:15編(英文2)
アン ドロロジーに関する研究
論文:35編(英文7)
その他の研究 論文:34編(英文3)
計187編(英文23)
著 書:18編(英文2)
指導論文:24編
学会 発表:由 な学会280題(国 際学会15、特別講演
3、シンポジウム14、パネルデ ィスカッ
ション1、 ワークシ ョップ4)
その他の学会68題 。
県保健環境部長に就任して
兵庫県保健環境部長
安 井 博 和
昭和53年、高齢化社会 とい う
言葉が まだ耳新 しい頃、県立姫
羅
路循環器病セソターの設立準備
室へ入った ことが、将来にわた
って行政への道を歩む転機にな
るとは当時想像だに致しません
でした。
この病院は準備の段階か ら素晴 らしいスタ ッフに恵 ま
れ、充分な討議を経て、人 口構造や疾病構造の将来動向
を推測し、高度な専門性と地域の基幹であると同時に県
下の中核 としての機能を持つ病院を設立する、 とい うこ
とにス タッフの意識が集中した結果、現在では、国 レベ
ルにおいて も高い評価を得ていることは本当に喜ば しい
ことと思ってお ります。
行政に転身 して以来、いつ も頭の片隅で模索していた
ことぱ、県民すべての健康をどのように確保し増進する
か、県立病院の充実だけでは全 うし得ない県民の健康を
守る行政、そ こか ら一歩進んで健康 を増進する行政をど
のように進めれば よいのか、とい うことでした。
昭和56年4月、本格的な行政への転進の箆一歩として
健康課長を拝命 した時、県 民 の 将来 志向は 「健康が第
1」とアンケー トされてお り、県行政 として健康増進を
大々的に進め る必要性を痛感、新しい健康行政のス ター
トを考えました。従来までの衛生行政は、疾病の予防に
主眼がおかれた 「守 りの行政」であったのが、一転して
「健康づ くり」 とい う 「攻めの行政」 に転換が要求され
ました。臨床経験者にとって 「健康づ くり」の概念の把
握は非常に苦痛であ った ことを告白せずにはお られ ませ
ん。
さて この方向は、時代感覚に非常に鋭敏な知事が発想
された 「健康元年」 とい う素晴 らしい着眼点に支え られ
て、昭和57年を健康元年 として 「見なおそ う健康、考え
よう家庭で」のス ローガンを掲げ、健康対策は一躍県政
の最重rri施策としてスポ ットライ トを浴び、か くして県
立健康 センター ・五色健康道場の開設、健康づ く り県民
大会の発足、保健医療計画の策定着手等 々、将来に向っ
ての県民の健康づ くりをス ター トさせました。
県は これ までまさに各種各般の保健医療施策を講 じ、
施設を置 き、人を配して来 ました。県立こども病院、循
環器病 センター、成人病センター等専門病院を含む県立
10病院は全国的にも屈指の医療体制であ り、健康センタ
ー、検診 セソター、健康道場さらに2時 間人間 ドック事
業等 々は、極めて斬新な施策といえ ます。
昭和60年8月、保健環境 部長を拝命 しその責任の重 さ
を感ずると同時 に、頭に浮びました ことは、保健医療行
政は、すべか らく 「予測」 の行政でな くてはな らないと
い うことであ りました。現象をとらえての 「後追い」 の
行政であってはな らないとい うことであ ります。
そのためには、全国的にも誇 り得 るこれ らの施設を駆
使 して、適時適切な保健医療サービスを県民に等しく提
供するための包括的な保健医療体制の整備が、21世紀に
向っての最 も蛭要かつ1本 的な課題であると認識し、是
非 この体制づ くりを進めるべ きであると自ら結論したと
ころです。
そ こで極めて重要な要素は、今 日あ らゆる分野で対応
が迫 られている高齢化社会の到来 と高度技術化、高度情
報化等の社会的背景の動 きを十分に考慮することであろ
うと考え ます。
高齢化社会におけ る医療分野では、 「生」への保証を
着実に進めるために、当然に高度技術、先端技術の導入
が必要であ り、一方、保健行政 の分野においては、と り
わけ 高度な 情報管理化、通信 技術化の 促進に よって、
これまで不十分であった情報の収集、分析、評価、還元
等、その管理 と伝達 を一新 させることが喫緊の重要課題
であると認識しています。
包括的保健医療体制を創 り進めてい く上で、今一つ欠
くことのできない大きな要素は、病院や診療所、大学等
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hで直接住民の健康に係わ ってお られる諸先生は じめ各
種の専門技術者 の方 々、在野のボランテ ィアの方々の積
極的なご支援を得ることであると考xま す。
近 く策定する地域保健医療計画の推進を基本に据え、
地域における公私大小さまざまな組織が、 自らの 目的を
硬直 させず連携し支援 し合 って、地域の保健医療 の向上
に地域 ぐるみで取 り組む素地づ くりを地道に真摯に進め
つつ、 目前に迫 った高齢化社会を勇気を持って積極的に
迎x入 れたいと念 じてお ります。
神緑会諸兄諸先生方の ご支援 を願 うや切であ ります。
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